残業診断（会社全体を見回して）

1□周りの人間が残業をしており何となく帰れない雰囲気であるCＨI
2□業務量が多くて時間内に終わらないBDF
3□重要でないと思われる仕事が急ぎの仕事として入ってくるEGI
4□早く帰ると上司が嫌な顔をするGＨ
5□残業代をあてにして、生計を立てている向きがあるA
6□周りの人をみていると、要領の悪い仕事をしている社員が多いBC
7□仕事は優先順位を決めて行っていない傾向があるBC
8□忙しい人と暇な人がはっきりと分かれるF
9□「ノー残業デー」、「定時退社日」が設定されていないI
10□上記が設定されていても守られていないＪ
11□残業をしていないと気が落ち使いないCＨ
12□自分の仕事が終わってもつい会社に残ってしまうＨ
13□上司は残業をしている人を評価する傾向にあるG
14□遅くまで残業をしている人を見ると良くやっているなと感心するＨ
15□仕事が一部の人に偏るF
16□業務量がそれほどないのに残業している社員が多いBC
17□やり方次第でもっと早く仕事を終えることができると思うBEG
18□上司はつまらない仕事を押し付けてくる G
19□遅くまで仕事をすることは良いことだと思うCＨ
20□基本給が低いので残業をせざるを得ないA
21□仕事を持ち帰らないと終えることができないDI
22□だらだら仕事をしている社員が多いBC
23□管理者自らが遅くまで残業しているFGＨ
24□管理者が部下の残業状況、業務をしっかりと把握していないG
25□会社として残業の実態を正しく把握していないI
26□ルールを守らない者が多いJ
27□管理者が労働法について無頓着であるJ
28□とにかく残業代を稼ぎたいA
29□机の上に書類や資料が散乱しているBD
30□ムダが会議や資料作成が多いE
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